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ドライブレコーダー用　運行管理ソフトウェア の アップデート手順 WATEX

手順 Ⅰ： 　現在ご使用中の車両管理DB のバックアップ
＊ バージョンアップ時のトラブル対処として必ず実施ください。

　１．　現在お使いの運行管理ソフトウェアを立ち上げます。

ダブルクリック (管理者権限で実行）
　

　２．①「環境設定」ボタン　 クリック

      ②データベースのバックアップ　車両運転DB クリック

      ③バックアップ保存先フォルダを指定(クリック）して、　　　　　 クリック
(例、下図では、保存先：デスクトップ）

＊保存先フォルダを覚えておいて下さい(復元時に必要となります）

　　　④バックアップ開始 クリック OK　クリックでバックアップ完了です。

お願い！：現在ご登録済みのデータのバックアップとなりますので保管管理頂くようお願いします。
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手順 Ⅱ： 運行管理ソフトウェアのバージョンアップ版インストール

運行管理ソフトウェア V 2.1.7 をインストールします。
※ 運行管理ソフトウェアを立ち上げしている場合は、終了してください。

　　　①　CCW-EMSAnalysis.exe　を管理者権限で実行して下さい。

　　　②　セットアップ ウィザード の画面指示を確認の上、ソフトウェアをインストールして下さい。
＊途中、「登録した車両情報、運転者情報、運行データを引き継ぎますか？」は、「はい」をクリックして下さい。

　　　③　「完了」 ボタンを押し、管理者ログインのパスワードを設定して下さい。

　　　④　ソフトウェアが立ち上がりますので、左上のバージョン 2.1.7 の表示を確認願います。　

　　

確認



手順 Ⅲ： 車両運転 DB の復元作業
＊本作業は、手順Ⅱで車両運転DB の引き継ぎに問題なければ必要ありません。

現在、ご登録されていた 車両運転 DB　の情報（手順 Ⅰ：でバックアップしたデータ）を復元します。

　　　①「システム設定」ボタン　 クリック

      ②データベースの復元　車両運転DB　　 クリック

      ③手順：１のバックアップ保存先フォルダの .dmp ファイルを指定(クリック）して、　　　　　
(例、Vehicle_190131135756.dmp)

クリック

　　　④復元開始 クリック 　OK

OK　クリックで復元完了です。

　　　⑤車両を選択してください の表示枠に、復元したグループ情報が表示されていることを確認下さい。
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